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事業の内容・趣旨等 

 昨年度ＫＢＰ（ケンカシ・ブランディング・プロジェクト）を立ち上げ、変化の激しい新しい時代に対応した教育の実

現に取り組んでいる。特に、「学力、学ぶ意欲」、「リーダーシップ」、「探究し、伝える力」の３つを育てるべき資質・能力

として重視することとした。中でも「探究し、伝える力」の育成は、「ＳＳＨを学校全体に！」をスローガンに、スーパー

サイエンスハイスクール（ＳＳＨ）３期１４年の教育活動を活かし、外部の専門機関の協力を得ながら、教科横断型で取

り組んでいる。カリキュラム・マネジメント、社会に開かれた教育課程に適合した教育活動になっている。そして、ホー

ムページを中心にその様子と成果を公開し、生徒、保護者、地域に学校の特色を伝えることに力を入れている。 
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「探究し、伝える力」の育成を重視した学校づくり
千葉県立柏高等学校

千葉県立柏高等学校は、今年創立５０年目を迎える千葉県北西部の柏市に位置する学校

です。各学年普通科７クラス、理数科１クラス、全校２４クラスからなります。通称では

「ケンカシ」と呼ばれる本校は、国からＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）の指

定を受け、３期４年目となります。また、千葉県から進学指導重点校に指定され、５年目

となります。この２つの指定を学校の柱として、校訓である「健全、謙虚、誠実な人材」

の育成に力を注いでいます。

ケンカシでは、昨年度から学校改革のプロジェクト「ＫＢＰ（ケンカシ・ブランディン

グ・プロジェクト 」を立ち上げ、変化の激しい新しい時代に対応した教育の実現を目指）

し、学校として 「学力、学ぶ意欲 「リーダーシップ 「探究し、伝える力」の３つの、 」、 」、

資質・能力の育成に取り組んでいます。中でも「探究し、伝える力」の育成は 「ＳＳＨ、

を学校全体に！」をスローガンに、ＳＳＨ３期合わせて１４年の教育活動を生かし、外部

の専門機関の協力を得ながら、教科横断型の授業に取り組んでいます。そして、その活動

を学校のホームページで生徒、保護者、地域、本校志望の中学生や保護者にわかりやすく

伝えることを心掛けています。毎日更新されるホームページは、現在１日１，０００件を

超えるアクセスがあります。ぜひ一度アクセスしてみてください。ケンカシ生の毎日の生

活が見て取れます。

さて、ケンカシでは 「探究し、伝える力」を育成するため、１年次より計画的に教育、

活動を行っています。入学直後、普通科、理数科ともにオリエンテーションでプレゼンテ

ーションの手法を学び、その後日本科学未来館を訪ね、プレゼンテーション実習を行いま

す。その成果を生かし、普通科は 「総合的な探究の時間」で、個人研究、グループ研究、

を通して「課題研究」に取り組み、ポスターセッション形式での発表を行います。理数科

は、天津小湊の野外実習や理数ラボなどの授業などを通して、探究する力を養い、千葉大

学工学部による発表研修など外部での発表機会を生かしていきます。２年次もこの方向性

は引き継がれ、普通科では、次年度よりキャリア希望とも結びつけた分野別フィールドワ

ークを取り入れ、引き続き「課題研究」に取り組みます。個人研究形式で進め、最終的に

は論文作成を目指します。理数科及び普通科の希望者は、理数分野の専門的なテーマを設

定し、様々なフィールドワークや外部機関との連携を通して 「課題研究」に取り組み、、

大学等の外部の研究発表会で成果を発表します。

、 、 。 、また 授業においても 伝える力を重視した取組が数多く行われています 具体的には

科学英語の英語発表、現代文のビブリオバトル、保健の生徒授業、理数数学のゼミ形式の

授業などが挙げられます。加えて、希望制になりますが、アメリカのコンコルディア大学

における海外科学研修、近隣小学校で行われる理科実験教室、近隣小中学校でケンカシ生

が「せんせい」となって算数を教える算数教室などの取組が盛んです。この算数教室は今

年度２８１名、全校生徒の約３分の１が参加し、キャリア意識やリーダーシップの育成と

ともに 「伝えること」の難しさと喜びを学んでいます。、

このような様々な取組は、今年度少しずつ身を結びつつあります。外部の研究発表会で

様々な賞を獲得しています。千葉大学で行われた高校生理科研究発表会では、全国３８５

化して要因を探る～Jastrow錯視におの研究の中で、物理分野のグループ研究「錯視を数値

、 「 」ける錯視量の変化について～」が最優秀賞を 数学分野の個人研究 双子素数を作る型を探す

が双葉電子記念財団研究奨励賞を獲得しました。物理分野の錯視の研究は、千葉県児童生

徒・教職員科学作品展でも千葉県教育長賞を獲得しました。その他、英語のスピーチコン

テストRecitation部門で県３位に入賞しています。天文部のプラネタリウムも専門機関で

高い評価を得ています。

「探究し、伝える力」は 「学力、学ぶ意欲 「リーダーシップ」とともに、これから、 」、

の社会においてなくてはならない力です。今後も学校としてこの力の育成に取り組んでい

きたいと考えています。取組の詳細は、ぜひケンカシホームページでご確認ください。


